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　俺達は魔物と契約を果たした。現時点の計画に幾らか不快と不安を覚える一方、このゴミゴミした場所が暫らく大いに俺達の役に立ってくれるだろうと俺は信じている。俺を滅ぼさんと欲する連中は勇敢なる魂と狡猾なる心を具えていなければならない。何故なら、この洞窟を闇雲に前進するならば、奴らは死よりもずっと忌まわしい運命に遭遇するかも知れないからだ。
　この洞窟を初めて発見して探索を開始した時、俺達は敵どもからの隠れ家を見つけたと確信していた。内部の地下道に足を踏み出す時、俺達は何を見つけることになるのか、それは少しも分かっていなかった。最後の部屋で、巨大墳墓に通ずる崩壊した入口に俺達は出くわした。俺達は、最初、金庫を満たしてくれるような数々の財宝〔巨大墳墓の副葬品〕と遭遇することに躍起になっていたが、その代わり、自分たちが不死者の巣窟の只中に在ることに気づかされた。機転と武具のスキルによって、その暗黒の巣窟から俺達は退却できた。入口を封じる間にも、その脅威は俺達を苦しめ続けた。そいつら暗黒の存在に対処する計画を思いついたのは、Gidenだった。この洞窟の居住権を俺達が獲得する代わり、そいつら魔物の“生命維持”を俺達が提供してやる、というものだ。この危なっかしい冒険を手助けするため、俺達を追跡してくる賞金稼ぎや干渉屋どもに対して、ある囮〔おとり〕、ある進路を作っておいた。油断は、自分たちが悲運の手中に陥ったことを連中に気づかせるだろう。
　Mulvruleaは現在の状況を大いに嘆いていて、俺自身も同感であることに気づいている。これはハッピー・エンドで終わらないかも知れないが、だが、新しい安全な隠れ家が見つかるまで、最後まで頑張ってみなければならないのだ。
